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昭和 17(1942)年、享年 33 歳、喘息の発作で早世した中島敦は死の近きを予感してか、洋の東西
の文学と思想をむさぼるように吸収した。＜デカルトの末裔われは＞という叫びに近い肉声に、『山
月記』の虎に変身した主人公李徴を重ね合わせることができるというのか。われわれは中島の文学
                                                          
１ 中島敦「歌稿その他 Miscellary」、『中島敦全集第二巻』、筑摩書房、1976 年、272 頁。 
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票、ヘーゲル『精神現象学』4 票、カント『純粋理性批判』4 票、トマス『神学大全』4 票、スピノ
ザ『エティカ』4 票で、哲学者順では、プラトン 14 票、デカルト 12 票、ヘーゲル 8 票、メルロー
＝ポンティ 8 票、ハイデガー7 票、カント 7 票、ニーチェ 5 票であった。 
 デカルトとその思想、とくにその作品『方法序説』の影響は、現在専門の哲学研究者、文筆家の

























(2) 出 隆訳『方法』。『デカルト・方法・省察・原理』、大村書店(哲学名著叢書)、大正 8(1919)年、
所収。 
(3) 牛山充訳『方法論』、越山堂(世界名著文庫)、大正 8(1919)年。 
(4) 村松正俊訳『方法通説』。『世界大思想全集 7』、春秋社、昭和 3(1927)年、所収。 
(5) 落合太郎訳『方法叙説』。『デカルト選集 第 1 巻』、創元社、昭和 14(1939)年、所収。 
(6) 川田熊太郎編『デカルト篇（世界大思想家選集）』、第一書房、昭和 15(1940)年。 
(7) 今泉三良訳『方法と道徳』、小峰書店、昭和 23(1948)年。 
(8) 小場瀬卓三訳『方法序説』、日本評論社(世界古典文庫)、昭和 25(1950)年。 
(9) 野田又夫訳『方法序説』。『世界文学大系 第 13 (デカルト・パスカル)』、筑摩書房、昭和 33(1958)
年、所収。 
(10) 三宅徳嘉・小松元訳『方法序説』、東西五月社、昭和 36(1961)年。（論文筆者未確認） 
(11) 三宅徳嘉、小池健男共訳『方法序説』。『デカルト著作集 1』、白水社、昭和 48(1973)年、所収。 
(12) 山田弘明訳『「方法序説」を読む : 若きデカルトの生と思想』、世界思想社、平成 7(1995)年。 







                                                          
５ The discourse on method and metaphysical meditations of René Descartes translated by Gertrude 
Burford Rawling, Walter Scott [1---] The Scott library. 
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II．桑木厳翼 明治 7(1874)年－昭和 21(1946)年 
 
１．西洋思想の導入 
 デカルト哲学の翻訳は桑木厳翼によって明治 37 年に初めて行われるが、それが可能となるため
には明治期における西洋思想の日本への導入が前提となる。明治期の西洋思想の摂取は、三段階を
経て行われた。第一期は明治初年から明治 23 年までの啓蒙期であり、第二期は明治憲法が発布さ














明治 7 年、東京で生まれ、明治 26 年東京帝国大学文科大学哲学科に入学し、ケーベルや井上哲次
郎に学び、明治 35 年、東大助教授、明治 39 年、京都帝国大学文科大学教授に就任。明治 40 年か
ら 2 年間のドイツ留学を経て、大正 3 年、井上哲次郎の後任として東大教授となる。昭和 10 年、
定年で東大退職後、昭和 21 年に死去する。 







                                                          
６ 井上哲次郎「明治哲学界の回顧」、『哲学思想』（現代日本思想体系 24）、筑摩書房、1965 年。桑木厳翼
は「明治の哲学界」において、明治期の哲学を前期と後期それぞれ 2 期に分け、4 期とする。井上と異なるのは、










































                                                          
７ 桑木厳翼『デカルト』冨山房（世界哲学文庫第一巻）明治 37（1904）年、2 頁。 
８ Fouillée, Alfred; Histoire de la philosophie, 2e éd. rev. et corr. C. Delagrave, 1879. 『中江兆民全集』4、
5、6 巻、岩波書店、1984 年。 
９ 桑木厳翼『デカルト』冨山房（世界哲学文庫第一巻）明治 37（1904）年、2 頁。 
１０ 同書、6 頁。 
１１ Mlle Martinaux, The Positive Philosophy of Auguste Comte, v.1.2. free translated and condensed by 
Harret Martineau, J.Chapaman, 1853, 1856、他諸版。 
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る。第一編、第 1 章、第 1、2 節では、宗教と科学の中間に位置する哲学とその歴史においてデカ
ルトの方法と計画を定位し、第 3 節＜学案＞では、デカルトの学説の概略を提示するために、『哲





















                                                          
１２ 出隆訳『デカルト・方法・省察・原理』、大村書店、1919 年、「序」、1-2 頁。 
１３ 『考察録』は、Meditationes の表題の訳であるが、この訳語はすでに中江兆民が『理学沿革史』(『中江
著民全集』５、210 頁)で用いているのでそれを踏襲したものか。 
１４ 桑木厳翼『デカルト』冨山房（世界哲学文庫第一巻）明治 37（1904）年、118 頁。 
１５ 桑木厳翼訳『ヰンデルバンド哲学史綱要』、早稲田大学出版部、1901 年、1 頁。 
１６ 桑木厳翼『日本哲学の黎明期』、書肆心水、2008 年、194-211 頁。 
１７ 桑木がラテン語を解していないのは明らかだ。「黒白の物体には我が感覚する黒白の性ありと思ふが如
き」（｢第六省察｣第 15 段）と桑木が訳している原文は、”in albo aut viridi sit eadem albedo aut viriditas quam 





































そこで、ディールスの『断片集』(Diels, Frangmente des Vorsokratiker)を読む羽目になり、イギ
リス留学を経て本格的にギリシア研究を行うに至ったのである。１９ 
出がデカルトの翻訳を行うようになったのは確かに偶然ではあるが、彼とデカルトの出会いには
                                                          
１８ 出隆訳『方法』。『デカルト・方法・省察・原理』、大正 8(1919)年、2 頁。 
１９ 出隆『出隆自伝』(『出隆著作集 7』)、勁草書房、1963 年、3－24 頁。 
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ことになる２０。さらに岡山の六高、第二部(理系)乙類に入学(明治 42 年 9 月)したが、哲学の志望や
みがたくも第一部(文系)乙類への転コースは制度的に認められず、一旦退学し(同年 11 月)、小学校
の代用教員となり(同年 12 月)、翌年第一部乙類へ再入学することになる(明治 43 年 9 月)。こうし
た事情を記録したものが彼の『哲学青年の手記』である。 
この手記は森卓夫という架空の人物に仮託されているが、出の 17、18 歳の手記である。『哲学青
年の手記』は、六高受験前の明治 41 年から二年半ばかりの 13 冊の手記のうちから、六高受験前の















                                                          
２０ 出隆「小学校時代の思い出」、『哲学青年の手記(出著作集 6)』、勁草書房、1－13 頁。 
２１ 出隆『出隆自伝(出隆著作集７)』、勁草書房、1963 年、41 頁。 




年であった２３。六高受験(7 月 11 日から 14 日までの四日間)以前、出は文学青年とは言えてもいま

























年 5 月 22 日に第一高等学校の藤村操が「巌頭之感」を書き残し、日光華厳の滝から投身自殺をし
た。このとき出はまだ 11 歳で、この事件を知っていただろうが、その衝撃は記されていない。阿
部次郎の『三太郎日記』の出版は大正 3(1914)年で、この手記の時期を過ぎている。出の『哲学青
                                                          
２３ 出隆『哲学青年の手記(出隆著作集 6)』、勁草書房、1963 年、18－24 頁。以下同書の引用は本文中に、
日付と頁数で行う。 
２４ ラッド 述『宗教哲学』、福音社、明治 25 年。 
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年の手記』２５はちょうど藤村操の自殺と『三太郎日記』の中間に位置している。 



























                                                          
２５ この『手記』の出版は､昭和 22（1947）年、彰考書院である。出はこれら日記を徳富蘆花に送り､意見を求めたが､「灰にするが可」という直
筆と共に小包が届いたという。同書、明治 43 年 3 月 17 日、315 頁。しかし燃やすことなく､戦後まもなく出版した。 
２６ 出隆『哲学青年の手記(出隆著作集 7)』、勁草書房、1963 年、68 頁。 
２７ 同書、160 頁。 
２８ 同所。 


























たかった。文学はやめている。怖ろしかったので嘘をいった。[9/11,p.147]」10 月 6 日に養父が来
岡し、｢できるだけ節約せよのこと。[10/6,p.164]｣その翌日から文系への転科を考え出し、10 月 7
日には転科の件を養父に訴えることを決意し、翌 10 月 8 日に津山にまず実家の兄に気持ちを打ち








 津山に戻り転科の決意を養父に訴えた 10 月 10 日と、四間（約 7.2m）あまりの懇願状を書き送
付した 10 月 23 日の間に、出は桑木の『時代と哲学』を読み哲学を一生の仕事と決意する。この嘆
願を読んだ養父はハガキ(11 月 3 日)で出岡し相談する旨を告げる。更に 11 月 4 日に養父からの手
紙で、養父に会うまでもなく退学独立の意志を固める。11 月 8 日、石関町金屋で晩の 6 時から 8
時まで牛鍋を囲み沈黙がちな交渉が行われる。養父が経済的困難を述べるのに対して「今後は腕一
つでやって行きます」――「それもよかろう、やって見るがええ」。[11/9,p.201-202] 11 月 24 日に
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退寮、翌 25 日に退学届けを出し、その後で養父に手紙、実父と兄にはハガキでそれを伝えた。退
学したあと、11 月 27 日に県庁前の記念図書館で、桑木厳翼の『デカルト』を借り出し読んでいる
（デカルトのテキストそのものを読むのはおそらくこれが初めてであろう）。出は内職に新聞記者を
考え、それに奔走したが、結局 12 月に薄給の小学校の代用教員となる。翌明治 43 年 3 月に代用教
員を辞職し、9 月に六高に再入学を果たした。意を決して代用教員をやめて、無事六高に入学でき

























                                                          
３０ 出隆『出隆自伝(出隆著作集７)』、勁草書房、1963 年、41 頁。 
３１ 綱島梁川述『ルナン氏耶蘇伝』、東京専門学校出版部、1901-1902 年。ルナン、網島梁川訳、安部能成訳補
『耶蘇伝』、三陽道書店、1916 年。 








































































































                                                          
３３ 綱島梁川「人に輿へて煩悶の意義を説く」、『綱島梁川集』(安部能成編)、岩波文庫、1926 年、59-68 頁。 


































高入学決定後の 8 月 30 日に、ラッドの『宗教哲学』による哲学への関心が深まり、「哲学よ！恋し
き怖ろしき学科よ！」と哲学への憧憬が始まる。六高入学後の 10 月 18 日に文庫(六高図書館)で桑
                                                          
３５ 末木文美士「神を見る綱島梁川」、『明治思想化論』、トランスビュー､2004 年、191-199 頁。氏は綱島
の<個>の自覚の重要性を仏教の<無我＞と<他力>との比較のもとで考察する｡また、井上哲次郎が彼の思想的
芽を摘み取る様を指摘する。 
34 綱島梁川「我とは何ぞや」、『綱島梁川集』(安部能成編)、岩波文庫、1926 年、191-203 頁。 
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果たした。10 月 10 日、津山で養父に直接、転科の希望を述べるが拒絶され絶望の淵に追い込まれ





                                                          
３７ 桑木厳翼『時代と哲学』、隆文館、1904 年、100 頁。 
３８ 同書、103 頁。 







よ、妄想よ、幻想よ、去れ、ピューアな我となれ。 ―― これ、感情的理性の声也。[ibid.] 」しか
し三日前の信仰と理性の問題にも響き合っている。「信仰、信仰、これ感情の奴隷ならずや。しから
ば …… しかり、梁川の如く見神の実験せんと欲するは何故か？ …… 梁川氏のように神を直観し
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ね合わせ、自我の哲学的構造そのものよりは安心立命としての安定的な自我の探究という倫理的解
脱に向かう。12 月 22 日のこの日から、出は「『求我論』と題するノートに、日々の感想や思索を、






出は明治 43(1910)年 9 月に六高一部乙類に再入学する。ところがあれほど狂おしく恋い焦がれて
いた哲学への想いは冷めていた。「ところが、考えてみると、せっかくやるぞと決心して再入学した
のみ、さきの哲学熱はどこへかいったものらしい。４０」その理由は述べていないし、無責任な発言



















                                                          
４０ 出隆『出隆自伝』(『出隆著作集 7』)、勁草書房、1963 年、42 頁。 
４１ 同書、38－39 頁。 






































                                                          
４３ 同書、46 頁。 































国家による教育統制、さらに天皇制の問題に及ぶ複雑な問題であった。8 年後の明治 43 年には、幸
徳秋水を巻き込む大逆事件として、その悪しき結末を生みもしたのである。この事件に対する出の
見解は、(おそらく 69 歳の彼からのものであろうが) 次のようなものである。「なお、ここで注意し
ておきたいことは、…… 不敬事件として、全く伏せられ隠されていて、当時の記録では、天皇制の
                                                          
４６ 伴博「桑木厳翼」、『近代日本哲学思想家辞典』（中村元監修）、東京創元社、1982 年、223－226 頁、
参照。 
４７ 出隆『出隆自伝』(『出隆著作集 7』)、勁草書房、1963 年、95 頁。 
４８ 同書、156 頁。 













恐れてでもあったが、それよりもむしろ日本の真実 ―― 天皇制の虚偽性 ―― にぶつかるのを恐
れて、いわば「良心（ちっぽけな良心）にはじないように」と言うのだった、と言った方がほんと
うに近いようだ。これも実は、批判的・是々非々中立主義 ―― 非を非とする勇気のないリベラリ
ズム ―― の本性をだして、「さわらぬ神にたたりなし」とにげただけのことだが。５２」これは 69















                                                          
５０ 同所。 
５１ 同書、154 頁。 
５２ 同書、155 頁。 
５３ 同書、90 頁。 
５４ 同書、158 頁。 
５５ 同書、158-159 頁。 
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前の「哲学青年」ではなくなっていた。５６」その『手記』には、次のような記述もある。「10 月

















で無気力な個人倫理に止まっていてはいけない。５９」執筆は 1941 年 7 月 10 日、日米開戦の 5 ヶ
月以前、出隆 49 歳。哲学青年、哲学老年ばかりか、哲学壮年、出隆がいた。 
 
６．デカルトの翻訳 







                                                          
５６ 同書、158 頁。 
５７ 同所。 
５８ 出隆「哲学を殺すもの」、『哲学を殺すもの』（『出隆著作集 6』、勁草書房、1963 年、109－110 頁。
初め「アテネと哲学」と題し雑誌『改造』（1941 年 9 月号）に発表、解題して「哲学雑誌」（1942 年 2 月
号）に転載。『ギリシアの哲学と政治』に収録。 
５９ 出隆「哲学を殺すもの」、『哲学を殺すもの』（『出隆著作集 6』、勁草書房、1963 年、110 頁。 
６０ 出隆『出隆自伝』（『出隆著作集 7』、勁草書房、1963 年、235，255 頁。 
































                                                          
６２ 同書、239-242 頁。 
６３ Etienne GILSON; La Liberté chez Descartes et la Théologie, Alcan, 1913. Index 
scolastico-cartésien, Alcan, 1913 .  René Descartes. Discours de la méthode, texte et commentaire, 
Vrin, 1925. 
６４ 出隆『出隆自伝』（『出隆著作集 7』、勁草書房、1963 年、241 頁。 
６５ 同所。 
６６ 同書、242 頁。 
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とは何ぞやである」と言った人々に対して､この言のある所以を指示すると共に、「哲学を今少し平






























                                                          






藉する能はざりしを悔ゆるなり。６８」（「藤村君を弔す」明治 36 年 6 月 4 日）桑木は藤村の自殺（明
治 36 年 5 月 22 日）以前の明治 35 年 1 月に、「徹底と煩悶」という評論を著している。そして藤村




















1871 明治 4 年 『明六雑誌』創刊。 
1872 明治 5 年 福沢諭吉『学問のすすめ』。ミル、中村敬宇訳『自由之理』。 
1873 明治 6 年 明六社設立。綱島梁川誕生。 
1874 明治 7 年 西周『百一新論』上下巻。『明六雑誌』創刊。桑木厳翼誕生。 
1877 明治 10 年 ミル『利学』上下巻（『功利主義』の漢訳）。 
1882 明治 15 年 東京専門学校設立。 
                                                          
６８ 桑木厳翼「藤村君を弔す」。『時代と哲學』､隆文館、1904 年、400 頁。 
６９ 同書、359－372 頁。 
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1883 明治 16 年 ウエロン、中江兆民訳『美学(維氏)』（1883－84）。 
1884 明治 17 年 フェノロサ、東京大学の教師。 
1885 明治 18 年 ルソー、中江兆民訳『民約訳解』第 1 巻、仏学塾出版局。東京専門学校(後
の早稲田大学)設立。 
1886 明治 19 年 アルフレット・フーイェー、中江兆民 訳『理学沿革史』、文部省編輯局。
中江兆民 (篤介) 『理学鉤玄』、集成社。 
1887 明治 20 年 ブッセ、東京大学講師。 
1890 明治 23 年 明治憲法発布。 
1893 明治 26 年 ケーベル、東京大学教師。 
1894 明治 27 年 松本文三郎『近世哲学史』(哲学館第 7 学年度正科講義録)、哲学館, 1894。 
1887 明治 28 年 『哲学会雑誌』創刊。 
1897 明治 30 年 帝国大学を東京帝国大学に改称、京都帝国大学新設。 
1898 明治 31 年 ラッド、中島力造訳『認識論』、富山房。  
1899 明治 32 年 三宅雪嶺述『希臘哲学史』(哲学館第 12 学年度高等教育学科講義録)、哲学
館。 
1900 明治 33 年 三宅雪嶺述『近世哲学史』(哲学館第 12 学年度高等教育学科講義録) 哲学
館。桑木厳翼『哲学概論』、東京専門学校出版部。大西祝没。 
1901 明治 34 年 ハイネ、登張竹風訳述『独逸宗教哲学史』(名著綱要文学教育科)東京専門
学校出版部。ヰンデルバンド、桑木厳翼解説『哲学史綱要』(名著綱要文学
教育科) 東京専門学校出版部。クーノー・フィッシャー、加藤玄智訳述『哲
学史要』(万国教育叢書：第 2 編) 同文館。中江兆民(篤介)『一年有半』、博
文館、『続一年有半』、博文館。波多野精一『西洋哲学史要』、大日本図書。 
1902 明治 35 年 7 月 桑木厳翼、「徹底と煩悶」を発表、のちに『時代と哲学』に収録。東京専
門学校、早稲田大学に改称。 
1903 明治 36 年 法貴慶次郎『中世哲学史綱』、金港堂。 
明治 36 年 5 月 22 日 第一高等学校の学生、藤村操が＜巌頭之感＞を残し、日光の華厳の滝から
投身自殺。 
1903-1904 大西祝『大西博士全集』全 7 巻、警醒社。 
1903-1911 松本亦太郎・木村鷹太郎訳『プラトーン全集』、富山房（Benjamin Jowett
の英訳 3 版による重訳）。 
1904 明治 37 年 4 月、桑木厳翼著『デカルト全』冨山房（世界哲学文庫第一巻）。7 月、桑





君を弔す」所収）。2 月 8 日、日露戦争始まる。 
1905 明治 38 年 綱島梁川『梁川文集』、日高有倫堂。『病間録』、金尾文淵堂。 
1906 明治 39 年 桑木厳翼『性格と哲学』、日高有倫堂。小林一郎著『プラトーン』冨山房
（世界哲学文庫：第二篇）。 
1907 明治 40 年 マアカス・アウレリアス、小林一郎 訳『冥想録』参文社。ショーペンハ
ウエル、角田浩編『恋愛と芸術と天才と』、隆文館。綱島梁川『回光録』、
金尾文淵堂。綱島梁川没。 
1908 明治 41 年 高橋五郎訳『ベーコン論説集』、玄黄社。波多野精一『基督教の起源』、警
醒社。 
1909 明治 42 年 小林郁 編『コムト 』(世界哲学文庫：第 3 編) 富山房。 
1910 明治 43 年 波多野精一『スピノザ研究』、警醒社。 
1911 明治 44 年 西田幾多郎『善の研究』、弘道館。 
1912 明治 45 年 井上哲次郎 等著『哲学字彙 : 英独仏和』、丸善。 
1913 大正 2 年 桑木厳翼、天野貞 共著、イムマヌエル・カント『縮約 哲学序説』（日本
で最初のカントの翻訳）。 
1914 大正 3 年 ロージャース、藤井健治郎、北昤吉合譯『西洋哲學史』冨山房 。カント、
桑木嚴翼, 天野貞祐共譯『哲學序説 (プロレゴメナ)』、東亞堂（初版大正 3
年、改版大正 9 年）。 ベルクソン、高橋里美訳『物質と記憶』、星文館。 
1915 大正 4 年 『哲学叢書』(岩波書店)刊行。 
1916 大正 5 年 朝永三十郎『近世に於ける我の自覚史』、宝文館。京都哲学会設立、機関
誌『哲学研究』創刊。 
1918 大正 7 年 大日本百科辞書編輯部 編『哲学大辞書 : 大日本百科辞書』、全 4 巻、同文
館。 
1919 大正 8 年 デカルト、出隆訳『方法・省察・原理』、大村書店(哲学名著叢書)。デカル
ト、牛山充訳『方法論』、越山堂(世界名著文庫)。 
1920 大正 9 年 ショペンハウエル、姉崎正治訳『意志と現識としての世界』 上中下、博
文館。ヴヰンデルバント、出隆訳『哲学とは何ぞや』(大村論文叢書：第
1) 大村書店。  
1921 大正 10 年 ウヰンデルバント、佐竹哲雄訳『論理学の原理』 (大村論文叢書：第 6) 大
村書店。出隆『哲學以前』、大村書店、1921。『思想』(岩波書店)創刊。 
1921-1938  『カント著作集』全 18 巻、岩波書店、刊行開始。 
97 
 
われはデカルトの末裔 ―― 煩悶せる哲学青年― 山口 信夫 
 
1923 大正 12 年 エミール・ブートルー、村山勇三訳『哲学に於ける科学と宗教』、大日本
文明協会事務所。 
1925 大正 14 年 朝永三十郎『デカート』、岩波書店(哲人叢書、第 1：この叢書はこの巻の
み)。 
1926 昭和 1 年 斎藤要『世界哲学史年表』、聖山閣。  
1927 昭和 2 年 岩波文庫刊行開始。『理想』創刊。 
1928 昭和 3 年 村松正俊訳『方法通説』、春秋社。 
1939 昭和 14 年 落合太郎訳『方法叙説』（『デカルト選書』全六巻、創元社）。 
1946 昭和 21 年 桑木厳翼没。 
1948 昭和 23 年 今泉三良訳『方法と道徳』、小峰書店。 
1950 昭和 25 年 小場瀬卓三訳『方法序説』、日本評論社（世界古典文庫 148）。 
1958 昭和 33 年 野田又夫訳『方法序説』（『世界文学大系. 第 13 (デカルト・パスカル)』）
筑摩書房。 
1961 昭和 36 年 三宅徳嘉・小松元訳『方法序説』、東西五月社。 
1973 昭和 48 年 三宅徳嘉,小池健男共訳『方法序説』（『デカルト著作集 1』）、白水社。 
1980 昭和 55 年 出隆没。 
1995 平成 7 年 山田弘明訳『方法序説』（『「方法序説」を読む : 若きデカルトの生と思想』、
世界思想社）。 








z 出 隆訳『方法』。『デカルト・方法・省察・原理』、大村書店(哲学名著叢書)、大正 8(1919)年、
所収。 
z 牛山充訳『方法論』、越山堂(世界名著文庫)、大正 8(1919)年。（スコット叢書中、バーフォード・
ロウリング訳に依る。 The Discourse on Methode and Metaphysical Meditations by René 
Descartes） 




z 落合太郎訳『方法叙説』。『デカルト選集. 第 1 巻』 創元社, 昭和 14. (1939)、昭和 26(1951)年、
所収。 『方法叙説』、岩波書店(岩波文庫)、昭和 28(1953)年、昭和 42(1967)年、改版、昭和 54(1979)、
改版。日本点字図書館、昭和 56(1981)年。 
z 川田熊太郎編、『デカルト篇（世界大思想家選集）』第一書房、1940 年。 
z 今泉三良訳『方法と道徳』、小峰書店、昭和 23(1948)年。 
z 小場瀬卓三訳『方法序説』日本評論社(世界古典文庫)、昭和 25(1950)年。角川文庫、昭和 28(1953)
年。『世界大思想全集』河出書房、昭和 31(1956)年、所収。『世界思想教養全集』桑原武夫 等
編、河出書房新社、昭和 38(1963)年、昭和 40(1965)年、所収。『世界の大思想』、河出書房、昭
和 40(1965)、昭和 49(1974)年、平成 14(2004)年、東京ヘレン・ケラー協会点字出版局(ワイド
版)、平成 16(2004)年、所収。角川学芸出版 (角川ソフィア文庫)、平成 23(2011)年、所収。 
z 三宅徳嘉・小松元訳『方法序説』、東西五月社、1961 年。（論文筆者未確認） 
z 野田又夫訳『方法序説』。『世界文学大系. 第 13 (デカルト・パスカル)』筑摩書房、昭和 23(1958)
年、昭和 46(1971）年、所収。『世界の名著 22 デカルト』、中央公論社、昭和 42(1967)年、『世
界の名著 27 デカルト』、中央公論社、昭和 49(1974)年。『方法序説・情念論』中公文庫、昭
和 49(1974)年。 『野田又夫著作集. 1 (デカルト研究)』、白水社、昭和 56(1981)年、所収。『方
法序説、哲学の原理 世界論』、中央公論社（中公クラシックス）、平成 13（2001）年。 
z 三宅徳嘉,小池健男共訳『方法序説』。『デカルト著作集 1』、白水社、昭和 48(1973)年、平成
5(1993)年、平成 13(2001)年、所収。『方法叙説』白水社(白水社 U ブックス)、平成 17(2005)
年。 
z 山田弘明訳『「方法序説」を読む : 若きデカルトの生と思想』、世界思想社、平成 7(1995)年、
所収。 『方法序説』、筑摩書房（ちくま学芸文庫）、平成 22(2010)年。 





z 桑木厳翼『デカルト』、冨山房、1904 年。 
z 桑木厳翼『時代と哲学』、隆文館、1904 年。 
z 桑木厳翼『性格と哲学』、日高有倫堂、1906 年。 
z 桑木厳翼『五大哲学者』、金尾文淵堂、1914 年。 
z カント、桑木厳翼、天野貞祐訳『哲学序説・プロレゴメナ』、東亜堂、1914 年。 









z ルナン、綱島梁川訳『ルナン氏耶蘇伝』、東京専門学校出版部、1901 年。 
z 綱島梁川『病間録』、金尾文淵堂、1905 年。 
z 綱島梁川『梁川文集』、日高有倫堂、1905 年。 
z 綱島梁川『回光録』、金尾文淵堂、1907 年。 
z 綱島梁川『寸光録』、獅子吼書房、1908 年 
z 綱島梁川著、綱島政治編『書簡集』2 冊、獅子吼書房、1908-1909 年。 
z ルナン原著、綱島梁川訳、安部能成訳補『耶蘇伝』、三陽堂書店、1916 年。 
z 安部能成編『綱島梁川集』、岩波書店（岩波文庫）、1926 年。 
z 梁川會（編）著『梁川全集』全 10 巻、春秋社、1922-1923 年。大空社、1995 年。 
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z デカルト、出隆訳『デカルト・方法・省察・原理』、大村書店(哲学名著叢書)、大正 8(1919)年。 
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z 桑木厳翼、天野貞 共著、イムマヌエル・カント『縮約 哲学序説』改版(東亜堂, 1920)、初版
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z 出隆『方法・省察・原理』(デカルト)、1919 年。 
z 近藤哲雄『知識学序説及基礎』(フィヒテ)、1920 年。 






『大村論文叢書』、大村書店、 18 冊。 
z 1. 哲学とは何ぞや ヴヰンデルバント 著 ; 出隆 訳。 
z 3. 宗教哲学の主要問題 : 現代宗教学に対するカント宗教論の意義に就ての研究
トレルチ 著 ; 佐野勝也 訳。 
z 4. 法律哲学 ラスク 著 ; 恒藤恭 訳. 
z 5. 芸術的活動の起源 フイドラア 著 ; 金田廉 訳。 
z 6. 論理学の原理 ウヰンデルバント 著 ; 佐竹哲雄 訳。 
z 7. 法律及法律學の本質 シュタムラー著 ; 中島愼一訳。 
z 8. 美の原理 ヘンリー・マーシヤル 著 ; 相良徳三 訳。 
z 9. 新理想主義哲学序論 コーエン 著 ; 児玉達童 訳。 
z 10. 経済学の基礎概念 メンガー 著 ; 山口正太郎 訳. 
z 12. 倫理学の根本問題 ベルトランド・ラツセル 著 ; 中込本治郎 訳。 
z 13. 心理学概要 ナトルプ 著 ; 城戸幡太郎 訳。 
z 14. ゲエテの哲学とファウスト ヴィンデルバント 著 ; 高橋禎二 訳。 
z 15. 体系的方法 ニコライ・ハルトマン 著 ; 橘高倫一 訳。 
z 16.文化科学方法論 ヘルマン・パウル 著 ; 山口正太郎 訳。 
z 17. カントの無上命法 ブッヘナウ 著 ; 石塚錬慧 訳。 
z 18. カントとゲエテ ジムメル 著 ; 谷川徹三 訳。 
z 19. 規範学又は文化科学としての法律学 : 方法批判的研究 ハンス・ケルゼン 
著 ; 阿武京二郎 訳。 










z 1．認識論 / 紀平正美著. -- 1915.10。 
z 2. 最近の自然科學 / 田邊元著. -- 1915.11。 
z 3．哲學概論 / 宮本和吉著. -- 1916.2。 
z 4．論理学 / 速水滉著. -- 増訂版. -- 1923.12。 
z 5. 西洋古代中世哲學史 / 安倍能成著. -- 1916.6。 
z 6. 倫理學の根本問題 / 阿部次郎著. -- 1916.7。  
z 7. 宗教哲學 / 石原謙著. – 1916。  
z 8. 精神科学の基本問題 / 上野直昭著. -- 1916.10。  
z 9. 美學 / 阿部次郎著. -- 1917.4 第 12 編 心理学 / 高橋穣著. -- 1917.7。 
z 10. 西洋近世哲學史 / 安倍能成著. -- 1917.4。 
z 11．現代の哲学 / 高橋里美著. -- 1917.8。 
z 12．心理学 / 高橋穣著. -- 1917.7。 
 
続哲学叢書、岩波書店。 
z 第 1 編 歴史哲學 / 三木清著. -- 1932.4。 
z 第 5 編 社會學 / 新明正道著. -- 1929.6。 
z 第 8 編 宗教學 / 宇野圓空著. -- 1931.9。 
z 第 9 編 教育学 / 長田新著. -- 1933.7。 
 
